当日の実験のセッティングと実験の進め方（ビタミンC ）
[セッティング]
　・希釈うがい薬の調製と小分け：　500mlビーカーで水500mlにうがい薬3mlを加える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　500ml×3個を調製する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　透明プラスチックカップ（140ml）に50mlづつ小分けする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　練習実験用：　30名全員分（30個）
　　　　　　　　　　　　　　　　　本番実験用①（レモン）：　2個×15ペア分＝30個　
　　　　　　　　　　　　　　　　　本番実験用②（緑茶） ：　1個×15ペア分＝15個
　　　　　　　　　　　　　　　　　本番実験用③（アセロラジュース）：　1個×15ペア分＝15個
　・小型スポイト　　　　　　　　　全員に1本づつ配る。（30本）
　・マドラー：　　　　　　　　　　全員に1本づつ配る。（30本）
　・観察用敷き紙：　　　　　　　　全員に1枚づつ配る。（30枚）
　・洗浄水容器：　　　　　　　　　ビーカー100ml（水を約70-80ml入れる）を各グループに配布。
　　　　　　　　　　　　　　　　　スポイト・マドラーの洗浄に使用する。
　・実験プリント・記録シート　　　全員に1枚づつ配る。（30枚）
[授業⑤の洗浄と次の授業の準備]
　使用した容器とスポイト・マドラーは水洗し、次の授業に備える。
[実験の進め方]
1.レモンとビタミンC
　今日はビタミンCの実験をします。
　ビタミンCって知っているかな？　→　生徒たちに色々と答えさせる（導入部）
　じゃあー、レモンにビタミンCが入っているのは知っているかな？
　レモンの味はどんな味？　すっぱい？
　今日はすっぱいレモンのビタミンCを調べる実験です。
　さて、ビタミンCの量を調べるのに、今日は皆さんが知っている「うがい薬」を使います。
これがその「うがい薬」です。
　どうやって「うがい薬」でビタミンCがはかれるかを見てみましょう。
  [スライドで簡単な手順を説明する]
　「うがい薬」には茶色のヨウ素の成分が入っていて、ビタミンCと出会うと透明に変化します。
　ヨウ素の成分が多いと変化しませんが、ビタミンCのあるレモンを加えて行くと、始めは茶色のままですが、あるところで透明になります。
　この時、「うがい薬」のヨウ素をビタミンCが全部食べてしまったから透明になったのです。
　（酸化還元の話はしない。化学反応の話もしない）
　それでは、実際に試してみましょう。
　まず、最初に1回だけ実験の練習をしましょう。（指導員が希釈うがい薬の小分け容器、レモン液、スポイト、マドラー、を全員に配る）
講師が説明開始。指導員は各グループの実験をサポート。
　さあ、うまくスポイトでレモンを滴下できたかな？透明になるまでの滴数が数えられたかな？
　生徒の何人かに滴数を答えさせる。
　ここで、何故透明になったかについて簡単な説明を行う。
　どうかな、分かったかな？　
　これで、練習実験は終了です。次は本番です。本番は2人づつペアで実験をします。
　講師は実験の注意事項を述べる。
　ペアが決まる間、指導員は希釈うがい薬の小分け容器を各ペアに配る。
　それでは本番を開始します。先ほどと同じように2人で、一人がスポイトでレモンを滴下し、
　もう一人がかき混ぜ、液の変化を見ながら、何滴で液が透明になったかを観察しましょう。
　講師の指示に従って、サポーターの指導で実験を進める。
　[器具と材料]　　希釈したうがい薬、ポッカレモン、小型スポイト、マドラー、お茶、
アセロラジュース。
　[手順]　 1) 実験は2人ペアで行う。
2) 希釈うがい薬50mlに、小型スポイトで、レモン液を１滴づつ滴下し、かき
混ぜ、液の様子を観察させながら、試験液が透明になるまでの滴数を数える。
　　　　　3) 透明になった滴数を記録シートに記入させる
　　　　　4) 緑茶やアセロラジュースについても、同様に液が透明になるまでの滴数を数える。
（透明になった滴数を記録シートに記入させる）
レモンの液を滴下したらうがい薬の色はどうなったかな？　何滴たらしたら透明になったかな？　→　各自手を挙げて答える。
　じゃー、次に「緑茶」を調べてみよう！
　指導員は、「緑茶」を準備し（急須でいれる）小コップに小分けして配る。
　あとは、レモンと同じ手順で緑茶を滴下・観察させ滴数を記録させる。アセロラジュースについても同様に実験を進め、結果を記録させる。
　レモンと比べてお茶はどうだったかな？　生徒に答えさせる。
　お茶ってすごくビタミンCが多いんだね！　
　試験が一渡り終わったら、生徒にビタミンCが多かったものの順番をシートに記入させる。
　ビタミンCが多かったものの順番について、指導員は生徒の疑問に答えたり解説してもよい。
グループの結果を発表させ、それについて質問と解説を行う。
最後に授業の「まとめ」を行い、生徒から各自感想を述べさせる。
